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い
る
の
で
は
な
く
、
集
会
主
催
者
側
の
事
情
、
所
有
者
・
管
理
権
者

側
の
事
情
を
評
価
す
る
考
慮
要
素
を
示
唆
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
民
法
学
、
行
政
法
学
と
の
対
話
は
、
今
す
ぐ
に
具
体
的
成
果

を
期
待
し
て
の
も
の
で
は
な
く
、
今
後
の
研
究
生
活
の
中
で
継
続
し

て
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
趣
旨
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
、

慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る

と
認
め
、
こ
こ
に
審
査
結
果
を
報
告
す
る
。

二
〇
二
三
年
一
月
二
〇
日

主
査
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
小
山
　
　
剛

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　
　
　
　
　
　

副
査
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
駒
村
　
圭
吾

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
・
　
　
　
　
　
　

副
査
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
教
授
　
鈴
木
　
秀
美

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　
　
　
　
　
　

大
島
一
輝
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
大
島
一
輝
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
論
文
の
内
容

〔
論
文
名
〕

「
会
計
不
正
と
会
社
法
」

〔
論
文
構
成
〕

序
　
章
　
は
じ
め
に

第
1
章
　
決
算
お
よ
び
配
当
に
関
す
る
制
度
の
沿
革

第
2
章
　�

計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
剰
余
金
配
当
決
議
の
有
効

性

第
3
章
　
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
分
配
可
能
額

第
4
章
　�

計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承

認
決
議
の
有
効
性

第
5
章
　�

計
算
書
類
承
認
決
議
の
取
消
と
後
続
期
の
計
算
書
類
の

承
認
決
議
の
有
効
性

第
6
章
　�
計
算
書
類
の
内
容
の
違
法
と
計
算
書
類
承
認
決
議
の
有

効
性
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第
7
章　

�

継
続
開
示
書
類
の
虚
偽
記
載
に
お
け
る
会
社
の
罰
金
・

課
徴
金
と
会
社
法
4​

2​

3
条
1
項

終
章　

お
わ
り
に

補
章　

判
例
研
究

　

提
出
論
文
の
第
3
章
～
第
5
章
お
よ
び
第
7
章
は
、
法
学
政
治
学

論
究
（
一
一
九
号
、
一
二
〇
号
、
一
二
五
号
、
一
二
九
号
）
誌
上
に

発
表
し
た
論
考
に
、
そ
の
後
の
法
令
改
正
、
学
説
・
判
例
の
動
向
を

踏
ま
え
て
、
大
幅
に
加
筆
・
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か

の
部
分
は
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。
論
文
全
体
に
お
い
て
、
提
出
時

（
令
和
四
年
一
月
）
に
お
け
る
最
新
状
況
に
基
づ
く
最
先
端
の
議
論

が
展
開
さ
れ
る
一
大
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
る
（
本
文
Ａ
4
判
用
紙

二
三
一
頁
、
約
二
二
万
字
）。

二　

提
出
論
文
の
内
容

　

序
章
は
、
提
出
論
文
の
主
題
の
意
義
を
説
く
総
論
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
提
出
論
文
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計

の
慣
行
に
従
わ
ず
に
計
算
書
類
が
作
成
さ
れ
る
場
合
を
会
計
不
正
と

捉
え
、
会
計
不
正
が
あ
っ
た
場
合
に
、
会
社
（
株
式
会
社
）
の
利
害

関
係
者
の
法
律
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
を
分
析
し
、
こ

れ
を
適
切
に
調
整
す
る
た
め
の
あ
る
べ
き
解
釈
論
の
探
究
を
目
的
に

掲
げ
る
。
従
来
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ

る
企
業
会
計
の
慣
行
に
従
わ
ず
に
作
成
さ
れ
た
計
算
書
類
を
承
認
す

る
株
主
総
会
決
議
ま
た
は
取
締
役
会
決
議
は
、
決
議
内
容
の
法
令
違

反
と
し
て
決
議
無
効
に
な
る
（
承
認
決
議
無
効
説
）
と
さ
れ
て
き
た
。

提
出
論
文
は
、
承
認
決
議
無
効
説
を
前
提
と
し
た
場
合
、
当
該
決
議

が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
そ
の
後
に
な
さ
れ
る
剰
余
金
配

当
等
の
決
議
の
有
効
性
、
分
配
可
能
額
の
算
定
方
法
、
翌
期
以
降
の

計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
明
確
で
な
い
部
分
が

あ
る
と
す
る
。
計
算
書
類
の
内
容
に
問
題
が
な
く
と
も
、
計
算
書
類

承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
会
計
不
正
が
あ
っ
て
、
金
融
商

品
取
引
法
に
よ
り
、
会
社
法
人
に
罰
金
・
課
徴
金
が
科
（
課
）
さ
れ

る
場
合
に
、
こ
れ
を
会
社
の
損
害
と
し
て
取
締
役
等
の
会
社
に
対
す

る
責
任
を
追
及
で
き
る
か
、
問
題
に
な
る
と
す
る
。
第
3
章
以
下
で

は
、
こ
う
し
た
問
題
が
検
討
さ
れ
る
ほ
か
、
第
6
章
で
は
、
上
記
通

説
（
承
認
決
議
無
効
説
）
の
正
当
性
自
体
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
試

み
る
。

　

第
1
章
は
、
計
算
書
類
の
作
成
、
監
査
お
よ
び
承
認
な
ら
び
に
配

当
等
の
手
続
に
つ
い
て
、
明
治
三
二
年
商
法
以
来
の
制
度
の
概
要
と

改
正
と
に
つ
い
て
、
沿
革
を
振
り
返
る
も
の
で
あ
る
。
大
島
君
は
、

平
成
一
七
年
会
社
法
制
定
以
前
の
制
度
に
お
い
て
は
、
計
算
書
類
承
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認
手
続
と
配
当
手
続
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
同
年

会
社
法
制
定
後
は
両
者
が
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
配
当
等

の
手
続
の
変
更
に
伴
っ
て
、「
最
終
事
業
年
度
」
概
念
の
導
入
な
ど

配
当
等
に
関
す
る
規
律
に
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
沿
革

的
考
察
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
こ
う
し
た
制
度
的
前
提
の
変
更

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
序
章
で
挙
げ
た
会
計
不
正
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
、
会
社
法
制
定
前
に
提
示
さ
れ
た
学
説
・
判
例
の
再
検
討
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

第
2
章
で
は
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
、

剰
余
金
配
当
（
自
己
株
式
の
有
償
取
得
）
に
係
る
株
主
総
会
決
議
ま

た
は
取
締
役
会
決
議
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
剰
余
金
の
額

は
、
最
終
事
業
年
度
末
日
の
貸
借
対
照
表
上
の
数
値
か
ら
計
算
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
現
実
の
会
社
実
務
で
は
、
定
時
株
主
総
会

に
お
い
て
、
貸
借
対
照
表
を
含
む
計
算
書
類
の
確
定
手
続
を
経
た
後

に
、
剰
余
金
配
当
に
関
す
る
議
案
を
株
主
総
会
に
諮
る
と
い
う
順
序

で
進
め
ら
れ
る
。
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
下
で
は
、
貸
借
対
照
表

ま
た
は
損
益
計
算
書
の
内
容
に
重
要
な
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
の
計
算
書
類
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
た
利
益
処
分
決
議
は
無
効

と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
会
社
法
制
定
後
、
こ
の
問
題
を
解

釈
論
と
し
て
新
た
に
取
り
あ
げ
て
検
討
す
る
研
究
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
の
制
度
を
参
考
に
、
立
法
論
と
し
て
、
計
算
書

類
の
内
容
に
重
要
な
違
法
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
定
の
場
合
に
限
り
、

そ
の
後
の
剰
余
金
配
当
は
無
効
と
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
島
君
は
、
計
算
書
類
の
内
容
に
重
要
な

違
法
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の
剰
余
金
配
当
決
議
の
有
効
性
に
影
響

し
な
い
と
の
考
え
方
を
提
示
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
会
社
法
制

定
前
後
で
、
制
度
的
前
提
に
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
法
制
定
前
は
、
計
算
書
類
の
承
認
と
利
益
処

分
と
が
手
続
上
一
体
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
制
定
後
は
、
両
手

続
が
切
り
離
さ
れ
、
剰
余
金
配
当
の
手
続
は
、
計
算
書
類
承
認
手
続

と
は
別
個
の
制
度
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
計
算
書
類
の
内
容
に
問
題

が
あ
っ
て
も
、
剰
余
金
配
当
決
議
に
影
響
は
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と

を
主
張
す
る
。
立
法
論
と
し
て
は
、
剰
余
金
配
当
決
議
を
無
効
と
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
無
効
主
張
期
間
の
制
限
な
ど
の
立
法
手

当
を
要
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
関
連
す
る
制

度
と
学
説
を
丁
寧
に
紹
介
し
て
、
ド
イ
ツ
の
制
度
は
両
手
続
を
一
体

と
し
て
お
り
、
日
本
で
い
え
ば
会
社
法
制
定
前
の
制
度
と
同
様
の
仕

組
み
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
法
を
参
考
に
立

法
論
・
解
釈
論
を
展
開
す
る
場
合
に
は
注
意
を
要
す
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。

　

第
3
章
は
、
分
配
可
能
額
規
制
の
前
提
と
な
る
「
最
終
事
業
年

度
」
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
終
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
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会
社
法
二
条
二
四
号
が
、
各
事
業
年
度
に
係
る
計
算
書
類
に
つ
き
会

社
法
所
定
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
各
事
業
年
度
の
う

ち
最
も
遅
い
も
の
と
定
義
す
る
。
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
る

と
、
当
該
計
算
書
類
を
承
認
す
る
決
議
は
無
効
と
解
す
る
の
が
通
説

で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
あ
る
事
業
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違

法
が
あ
る
と
、
そ
れ
を
承
認
す
る
決
議
は
無
効
と
な
り
、
最
終
事
業

年
度
を
会
社
法
の
定
義
ど
お
り
に
理
解
す
る
と
、
最
終
事
業
年
度
が

更
新
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
と

な
っ
て
最
終
事
業
年
度
が
更
新
さ
れ
な
い
と
、
分
配
可
能
額
は
、
適

法
な
計
算
書
類
の
承
認
の
あ
っ
た
一
事
業
年
度
ま
た
は
そ
れ
以
上
前

の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

会
社
法
制
定
前
は
、
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
が
あ
っ
て
、
当
該
計

算
書
類
を
承
認
す
る
決
議
が
無
効
と
さ
れ
て
も
、
当
該
の
事
業
年
度

に
お
け
る
、
あ
る
べ
き
数
値
に
基
づ
い
て
処
理
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
て
、
会
社
法
で
は
、
最
終
事
業
年
度
が
上
記
の
よ
う
に
定
義
さ
れ

た
結
果
、
剰
余
金
の
配
当
等
の
時
点
と
、
分
配
可
能
額
算
定
の
基
準

と
な
る
事
業
年
度
と
の
間
に
時
間
的
に
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
会
社
法
の
定
義
に
忠
実
に
分
配
可
能
額

を
決
定
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
議
論
が
あ
る
。
大
島
君
は
、
会

社
法
の
定
義
に
忠
実
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
問
題
点
を
指
摘

し
て
、
会
社
法
制
定
前
と
同
様
、
当
該
事
業
年
度
の
あ
る
べ
き
分
配

可
能
額
に
よ
っ
て
処
理
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
ま
ず
、
会
社
法

が
新
た
に
「
最
終
事
業
年
度
」
概
念
を
定
め
た
趣
旨
は
、
剰
余
金
の

配
当
を
期
中
に
機
動
的
に
何
度
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
立
法
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、

計
算
書
類
を
承
認
す
る
決
議
が
無
効
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
最
終
事

業
年
度
の
定
義
に
お
け
る
「
承
認
を
受
け
た
場
合
」
の
文
言
は
限
定

的
に
理
解
し
て
、
こ
の
要
件
の
適
用
は
な
い
と
し
、
分
配
可
能
額
算

定
の
基
準
と
な
る
事
業
年
度
と
の
間
に
時
間
的
な
ず
れ
が
生
じ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

第
4
章
は
、
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
な
さ
れ
た
後
に
、

当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
内
容
に
違
法
な
誤
謬
が
あ
る
こ
と
が
発

覚
し
た
場
合
に
お
い
て
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
有
効

な
も
の
と
し
て
行
う
た
め
に
は
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認

決
議
を
、
改
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
を
取
り
あ
げ
る
。

学
説
で
は
、
問
題
の
あ
っ
た
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
を
訂
正
の
う

え
、
こ
れ
を
承
認
す
る
決
議
を
改
め
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
す
る
考

え
方
と
、
訂
正
に
よ
る
累
積
的
影
響
額
を
反
映
し
た
、
当
該
後
続
期

の
計
算
書
類
を
作
成
す
れ
ば
足
り
、
当
該
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承

認
決
議
は
不
要
と
す
る
考
え
方
と
の
間
で
対
立
が
あ
る
。
大
島
君
は
、

関
連
す
る
最
高
裁
判
例
（
最
三
小
判
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
民
集
三

七
巻
五
号
五
一
七
頁
〔
以
下
「
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
」
と
い
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う
〕）
や
企
業
会
計
基
準
委
員
会
・
会
計
基
準
二
四
号
「
会
計
上
の

変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
二
〇
〇
九
年
）
に

つ
い
て
も
詳
細
に
検
討
し
、
法
改
正
に
よ
り
制
度
的
前
提
に
変
化
の

あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
後
者
の
考
え
方
（
過
年
度
承
認
不
要
説
）

を
支
持
す
べ
き
こ
と
を
導
く
。

　

第
5
章
は
、
取
締
役
会
設
置
会
社
を
前
提
に
、
あ
る
過
去
の
事
業

年
度
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
定
時
株
主
総
会
の
決
議
に
つ
い
て
、

計
算
書
類
の
内
容
自
体
に
違
法
が
な
い
も
の
の
、
株
主
総
会
の
承
認

決
議
に
至
る
手
続
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
で
、
決
議
取
消
し
の
判
決
が

下
さ
れ
、
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
、
当
該
事
業
年
度
よ
り
後
の
事

業
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
を
有
効
に
行
う
に
は
、
い
か
な
る

手
続
が
必
要
に
な
る
か
と
い
う
問
題
を
取
り
あ
げ
る
。
大
島
君
は
、

第
4
章
で
も
取
り
あ
げ
た
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
、
同

判
決
が
前
提
と
し
て
い
た
会
計
制
度
は
、
そ
の
後
の
法
改
正
に
よ
り

大
き
な
変
容
を
受
け
て
お
り
、
同
判
決
が
示
し
た
、「
過
年
度
の
計

算
書
類
の
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
る
と
、
当
該
計
算
書
類
は
未
確

定
と
な
り
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
後
続
期
の
計
算
書
類
も
ま
た
不
確

定
と
な
る
」
と
の
命
題
は
、
会
社
法
下
で
は
成
り
立
た
な
い
可
能
性

が
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
過
去
の
事
業
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認

決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
と
し
て
も
、
後
続
期
の
計
算
書
類
が
一
般
に

公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣
行
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
る

限
り
、
後
続
期
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
は
有
効
と
解
す
べ
き
と
す

る
。
ま
た
、
決
算
確
定
権
限
の
所
在
に
つ
い
て
、
従
来
の
学
説
で
は
、

株
主
総
会
に
あ
る
と
す
る
多
数
説
と
業
務
執
行
機
関
（
取
締
役
会
）

に
あ
る
と
す
る
少
数
説
と
の
間
で
対
立
が
あ
っ
た
が
、
大
島
君
は
、

計
算
書
類
の
承
認
と
利
益
処
分
と
が
切
り
離
さ
れ
た
会
社
法
の
下
で

は
、
決
算
確
定
権
限
は
、
株
主
総
会
で
は
な
く
、
業
務
執
行
機
関
に

あ
る
と
解
す
べ
き
と
主
張
す
る
。

　

第
6
章
は
、
計
算
書
類
の
内
容
に
重
要
な
違
法
が
あ
る
場
合
に
、

こ
れ
を
承
認
す
る
株
主
総
会
の
決
議
を
無
効
と
す
る
通
説
を
批
判
的

に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
島
君
は
、
株
主
総
会
に
よ
る
計
算
書

類
の
承
認
決
議
と
は
、
計
算
書
類
の
内
容
が
正
確
で
会
計
処
理
上
間

違
い
が
な
い
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
「
観
念
の
表
示
」
で
あ
っ
て
、

計
算
書
類
の
内
容
を
計
数
的
に
確
定
す
る
意
味
を
含
ま
な
い
と
す
る
。

そ
の
よ
う
に
理
解
で
き
れ
ば
、
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
を
承
認
す

る
株
主
総
会
決
議
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
決
議
は
、
決
議
内
容

の
法
令
違
反
に
当
た
ら
な
い
は
ず
だ
と
主
張
す
る
。
違
法
な
内
容
の

計
算
書
類
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
は
、
承
認
の
対
象
と
な
る
計

算
書
類
に
違
法
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
観
念
の
表
示
で
あ
る
承
認
決
議

自
体
が
違
法
性
を
帯
び
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
第
2
章
で
も
み

た
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
の
制
度
と
異
な
り
、
会
社
法
下
の
制
度
は
、

計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
剰
余
金
配
当
決
議
と
が
分
離
さ
れ
て
お
り
、
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こ
う
し
た
検
討
結
果
と
よ
り
整
合
的
で
あ
る
と
分
析
す
る
。
そ
の
う

え
で
、
少
な
く
と
も
、
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
特
則
（
会
社
法
四

三
九
条
）
の
適
用
の
な
い
取
締
役
会
設
置
会
社
を
前
提
と
す
れ
ば
、

計
算
書
類
の
内
容
に
重
要
な
違
法
が
あ
る
場
合
で
も
、
こ
れ
を
承
認

す
る
株
主
総
会
の
決
議
を
無
効
と
解
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
す
る
。

第
3
章
で
は
、
無
効
と
す
る
通
説
を
前
提
に
、
最
終
事
業
年
度
の

「
承
認
を
受
け
た
場
合
」
の
文
言
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
可
能
性
を

論
じ
た
が
、
本
章
の
主
張
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
第
3
章
の
問
題

に
対
し
て
も
、
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
7
章
で
は
、
有
価
証
券
報
告
書
な
ど
、
金
融
商
品
取
引
法
に
基

づ
い
て
開
示
を
要
す
る
書
類
に
虚
偽
記
載
が
あ
っ
た
場
合
に
、
会
社

が
支
払
う
罰
金
や
課
徴
金
に
つ
い
て
、
会
社
法
四
二
三
条
一
項
に
基

づ
く
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
大
島
君
は
、
取
締
役
の
責
任
を
肯
定
で
き
る
と

の
立
場
（
肯
定
説
）
に
立
つ
。
学
説
に
は
、
課
徴
金
の
性
格
を
不
当

利
得
剝
奪
に
あ
る
と
し
て
否
定
説
を
展
開
す
る
有
力
説
が
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
大
島
君
は
、
課
徴
金
の
性
格
が
制
裁
的
な
も
の
へ
変

遷
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
有
力
説
は
そ
の
前
提
を
失
っ
た
と

す
る
。
ま
た
、
法
人
処
罰
に
よ
る
違
法
行
為
抑
止
を
強
調
す
る
否
定

説
に
対
し
て
は
、
罰
金
相
当
額
を
会
社
の
損
害
と
し
て
取
締
役
の
私

法
上
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
は
、
違
法
行
為
抑
止
の
目
的
と
は
矛

盾
し
な
い
と
し
、
さ
ら
に
、
開
示
書
類
の
虚
偽
記
載
の
防
止
は
、
取

締
役
の
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
整
備
義
務
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
し
て
、

会
社
法
四
二
三
条
一
項
の
取
締
役
の
責
任
が
生
じ
る
こ
と
を
主
張
す

る
。

　

終
章
で
は
、
各
章
の
検
討
結
果
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

課
題
と
し
て
、
第
6
章
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
が
、
取
締
役
会
設
置
会

社
以
外
の
会
社
に
お
い
て
も
成
り
立
ち
う
る
か
、
考
え
方
の
方
向
性

を
示
し
て
い
る
。

　

補
章
で
は
、
本
論
の
検
討
の
題
材
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
二
七

年
九
月
七
日
、
オ
リ
ン
パ
ス
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
九
年
四
月
二

七
日
お
よ
び
東
京
高
判
令
和
元
年
五
月
一
六
日
）、
お
よ
び
、
リ

ソ
ー
教
育
事
件
（
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
三
月
二
九
日
）
を
取
り
あ

げ
、
詳
細
な
事
例
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

三　

提
出
論
文
の
評
価
と
審
査
結
果

　

提
出
論
文
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
の
慣

行
に
従
わ
ず
に
計
算
書
類
が
作
成
さ
れ
る
場
合
を
会
計
不
正
と
捉
え
、

会
計
不
正
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
が
、
会
社
（
株
式
会
社
）
の
利

害
関
係
者
の
法
律
関
係
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
分
析
し
、

こ
れ
を
適
切
に
調
整
す
る
た
め
の
あ
る
べ
き
解
釈
論
・
立
法
論
の
探

究
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
七
年
の
会
社
法
制
定
に
よ
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り
、
株
式
会
社
の
計
算
を
め
ぐ
る
規
律
は
大
き
く
変
容
し
た
。
し
か

し
、
新
制
度
を
前
提
と
し
た
検
討
は
必
ず
し
も
十
分
に
進
め
ら
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。
提
出
論
文
は
、
会
社
法
制
定
に
至
る
ま
で
の

制
度
の
変
遷
と
改
正
の
趣
旨
を
丹
念
に
追
い
、
利
害
関
係
者
の
利
益

状
況
を
慎
重
に
検
討
し
て
、
ま
た
、
比
較
法
や
最
新
の
会
計
学
の
知

見
も
取
り
入
れ
て
、
会
計
不
正
を
め
ぐ
る
会
社
法
・
金
融
商
品
取
引

法
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
あ
る
べ
き
解
釈
論
・
立
法
論
を
提
示
す

る
。
大
島
君
は
、
会
計
不
正
を
め
ぐ
っ
て
、
改
正
前
の
理
論
や
解
釈

が
通
用
し
な
く
な
っ
た
問
題
を
見
出
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
立
法
趣

旨
の
探
究
と
利
益
状
況
の
分
析
を
踏
ま
え
た
仮
説
を
提
示
し
、
そ
れ

を
論
証
す
べ
く
広
く
承
認
さ
れ
た
概
念
や
原
理
か
ら
出
発
し
て
緻
密

に
論
理
を
重
ね
る
こ
と
で
、
重
厚
で
、
説
得
力
の
あ
る
新
た
な
解
釈

論
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

会
社
法
制
定
に
よ
り
、
株
式
会
社
の
計
算
制
度
に
も
大
き
な
変
容

が
あ
っ
た
。
提
出
論
文
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
制
度
変
更
は
、
計
算

書
類
の
承
認
手
続
と
配
当
手
続
と
が
、
会
社
法
制
定
前
は
一
体
と
さ

れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
制
定
後
は
分
離
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
2

章
で
は
、
こ
れ
に
関
連
の
あ
る
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
て
い
る
。
ド
イ

ツ
の
制
度
と
学
説
を
丁
寧
に
紹
介
し
て
、
ド
イ
ツ
の
制
度
は
、
日
本

の
会
社
法
制
定
前
の
制
度
と
同
じ
く
計
算
書
類
の
承
認
手
続
と
配
当

手
続
と
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
立
法
論
と
し
て
参
考
に
で
き

る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
2
章
の
検
討
は
、
大
島
君
の

優
れ
た
比
較
法
の
分
析
力
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
示
す
も
の
と
し
て
高

く
評
価
で
き
る
。

　

第
3
章
で
は
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
、

剰
余
金
の
配
当
等
の
時
点
と
、
分
配
可
能
額
算
定
の
基
準
と
な
る
事

業
年
度
と
の
間
に
時
間
的
に
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を

扱
う
。
大
島
君
は
、
最
終
事
業
年
度
の
定
義
を
限
定
的
に
解
釈
す
る

こ
と
で
、
不
合
理
な
結
論
を
回
避
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。「
最
終

事
業
年
度
」
概
念
は
、
会
社
法
で
新
た
に
登
場
し
た
概
念
で
あ
る
が
、

計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
は
、
上
記
の
よ
う
な

問
題
を
生
ず
る
。
大
島
君
は
、
こ
の
概
念
は
、
剰
余
金
の
配
当
を
期

中
に
機
動
的
に
何
度
で
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
か
ら
、
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
も
文
言

ど
お
り
に
解
し
て
、
上
記
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
不
合
理
で

あ
る
と
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
限
定
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
分
配
可
能
額
算
定
の
基
準
が
時
間
的
に
ず
れ
て
よ
い
と
す
る
会

社
法
制
定
後
の
議
論
は
、
文
言
に
忠
実
で
は
あ
っ
て
も
、
結
論
と
し

て
い
か
に
も
不
合
理
で
あ
り
、
立
法
趣
旨
に
照
ら
し
て
こ
れ
を
限
定

的
に
理
解
す
る
と
の
大
島
君
の
提
案
は
説
得
力
に
富
む
と
評
価
で
き

る
。

　

第
4
章
と
第
5
章
は
、
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
が
示
し
た
命
題
、
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す
な
わ
ち
、「
過
年
度
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
る

と
、
当
該
計
算
書
類
は
未
確
定
と
な
り
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
後
続

期
の
計
算
書
類
も
ま
た
不
確
定
と
な
る
」
と
の
命
題
を
改
め
て
検
証

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
チ
ッ
ソ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
数
あ

る
会
社
法
判
例
の
中
で
も
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

大
島
君
は
、
こ
の
命
題
が
会
社
法
下
で
は
成
り
立
た
な
い
可
能
性
が

あ
る
と
主
張
す
る
。
上
記
命
題
の
再
検
討
を
迫
る
注
目
す
べ
き
主
張

と
い
え
る
。
そ
の
主
張
の
根
拠
は
、
第
一
に
、
会
社
法
に
お
い
て
は
、

決
算
確
定
権
限
は
取
締
役
会
に
あ
る
と
理
解
で
き
、
定
時
株
主
総
会

に
よ
る
計
算
書
類
の
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
て
も
、
計
算
書
類
の

内
容
は
必
ず
し
も
未
確
定
に
な
ら
な
い
と
解
し
う
る
こ
と
、
第
二
に
、

過
年
度
の
計
算
書
類
が
未
確
定
と
な
る
と
、
こ
れ
を
前
提
と
す
る
後

続
期
の
計
算
書
類
も
不
確
定
に
な
る
と
の
説
明
は
、
損
益
法
の
会
計

観
の
下
で
は
妥
当
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
計
算
書

類
の
承
認
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
剰
余
金
の

配
当
に
係
る
決
議
は
当
然
に
無
効
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、
と
い
う
三

点
に
要
約
で
き
る
。
大
島
君
は
、
会
社
法
制
定
あ
る
い
は
そ
れ
以
前

の
法
改
正
の
変
遷
を
丹
念
に
追
い
、
前
提
と
さ
れ
て
い
た
会
計
観
に

も
変
容
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
会
計
学
の
知
見
の
深
化
が
会

社
立
法
に
も
影
響
を
与
え
た
と
す
る
指
摘
で
あ
り
、
会
計
学
に
も
造

詣
の
深
い
大
島
君
な
ら
で
は
の
洞
察
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
4

章
で
は
ま
た
、
企
業
会
計
基
準
委
員
会
・
会
計
基
準
二
四
号
「
会
計

上
の
変
更
及
び
誤
謬
の
訂
正
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
二
〇
〇
九
年
）

等
と
の
関
係
を
論
じ
て
お
り
、
会
計
学
の
動
向
に
も
目
配
り
し
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
第
4
章
・
第
5
章
で
示
さ
れ
た
大
島
君
の
主
張

は
、
過
年
度
承
認
不
要
説
を
理
論
的
に
大
幅
に
補
強
す
る
と
と
も
に

そ
の
結
論
の
妥
当
性
を
述
べ
る
点
で
意
義
が
あ
る
。
同
様
の
方
向
性

を
示
唆
す
る
先
行
研
究
も
存
在
す
る
が
、
提
出
論
文
は
こ
の
問
題
を

正
面
か
ら
取
り
あ
げ
て
本
格
的
に
論
証
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

第
6
章
で
は
、
計
算
書
類
を
承
認
す
る
株
主
総
会
決
議
の
法
的
性

質
を
検
討
し
て
、
そ
れ
は
、
計
算
書
類
の
内
容
が
正
確
で
会
計
処
理

上
間
違
い
が
な
い
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
「
観
念
の
表
示
」
で
あ

る
と
分
析
す
る
。
通
説
は
違
法
な
内
容
の
計
算
書
類
を
承
認
す
る
株

主
総
会
決
議
を
無
効
（
承
認
決
議
無
効
説
）
と
し
て
き
た
が
、
大
島

君
は
、
少
な
く
と
も
、
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
特
則
の
適
用
の
な

い
取
締
役
会
設
置
会
社
で
は
、
承
認
決
議
無
効
説
に
は
実
益
が
な
い

と
す
る
。
多
角
的
な
考
察
か
ら
通
説
に
再
検
討
を
迫
る
成
果
で
あ
り
、

そ
の
理
論
的
貢
献
は
大
き
い
。

　

第
7
章
で
は
、
金
融
商
品
取
引
法
上
の
継
続
開
示
書
類
に
虚
偽
記

載
が
な
さ
れ
、
同
法
に
基
づ
き
会
社
が
罰
金
・
課
徴
金
を
支
払
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
会
社
は
会
社
法
四
二
三
条
一
項
に
基
づ
き
、
取
締
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役
に
当
該
罰
金
・
課
徴
金
相
当
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
課
徴
金
の
目
的
や
位
置
付
け
に
変
化
が
あ
っ
た

こ
と
や
、
罰
金
の
違
法
行
為
抑
止
の
目
的
と
取
締
役
の
責
任
を
肯
定

す
る
こ
と
と
の
間
に
矛
盾
の
な
い
こ
と
を
丁
寧
に
説
き
、
利
益
状
況

の
分
析
も
踏
ま
え
、
責
任
肯
定
説
を
説
得
的
に
論
証
す
る
。
ま
た
、

本
章
は
、
会
計
不
正
を
め
ぐ
っ
て
、
会
社
法
と
金
融
商
品
取
引
法
と

が
交
錯
す
る
分
野
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
章
の
検
討
が
加
わ

る
こ
と
で
、
株
式
会
社
の
計
算
と
い
う
会
社
法
の
狭
い
範
囲
の
解
釈

論
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
提
出
論
文
全
体
と
し
て
会
計
不
正
に
関
わ

る
問
題
を
総
合
的
に
取
り
あ
げ
、
引
き
受
け
る
姿
勢
を
示
す
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
大
島
君
の
こ
う
し
た
積
極
的
な
姿
勢
も
高
く
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
提
出
論
文
は
、
大
島
君
の
緻
密
で
首
尾
一
貫
し
た

論
理
構
成
力
、
沿
革
的
視
点
や
比
較
法
、
会
計
学
の
知
見
に
基
づ
い

た
優
れ
た
分
析
力
、
堅
実
か
つ
視
野
の
広
い
研
究
姿
勢
を
示
す
も
の

で
、
会
計
不
正
を
め
ぐ
る
会
社
法
・
金
融
商
品
取
引
法
上
の
諸
問
題

に
つ
い
て
、
重
厚
な
解
釈
論
・
立
法
論
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
、

高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
で
、
提
出
論
文
に
は
課
題
も
あ
る
。

　

第
2
章
で
紹
介
さ
れ
た
ド
イ
ツ
法
（
配
当
決
議
を
す
る
株
主
総
会

が
確
定
さ
れ
た
年
度
決
算
書
に
拘
束
さ
れ
る
）
に
お
け
る
決
算
の

「
確
定
」
概
念
や
、
ド
イ
ツ
の
制
度
自
体
を
、
大
島
君
が
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
、
ひ
い
て
は
日
本
法
と
の
制
度
的
な
差
異
を
ど
の
よ

う
に
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら

に
深
み
が
増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

第
6
章
の
計
算
書
類
の
承
認
決
議
の
性
質
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
、

少
な
く
と
も
、
会
計
監
査
人
設
置
会
社
の
特
則
の
適
用
の
な
い
取
締

役
会
設
置
会
社
に
お
い
て
は
、
承
認
決
議
無
効
説
は
成
り
立
た
な
い

と
結
論
付
け
る
。
慎
重
に
議
論
の
射
程
を
限
定
し
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
が
、
大
島
君
の
提
案
は
、
よ
り
一
般
的
な
場
面
に
も
及
ぼ
し
う

る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
7
章
も
、
継
続
開
示
書
類
の
虚
偽

記
載
と
い
う
や
や
限
定
し
た
範
囲
の
検
討
に
止
め
て
い
る
。
今
後
の

課
題
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
提
出
論
文
に
は
課
題
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
島

君
の
今
後
の
研
究
の
な
か
で
検
討
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、

提
出
論
文
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
提
出
論
文
が
博
士
（
法

学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
相
応
し
い
高
い
学

問
的
水
準
を
有
す
る
も
の
と
判
断
す
る
。

二
〇
二
三
年
二
月
二
二
日
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主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

杉
田　

貴
洋

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

山
本
爲
三
郎

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

柳　
　

明
昌

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

田
中
雄
一
朗
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

田
中
雄
一
朗
君
が
博
士
学
位
論
文
と
し
て
提
出
し
た
「
日
韓
関
係

と
歴
史
認
識
問
題
―
―
『
外
交
化
』・『
固
定
化
』・『
政
治
化
』」
は
、

二
〇
一
〇
年
代
以
降
の
歴
史
認
識
問
題
を
め
ぐ
り
、
時
に
外
交
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
ら
成
立
し
な
く
な
る
日
韓
関
係
の
溝
を
、
日

本
に
と
っ
て
の
不
可
解
と
韓
国
に
と
っ
て
の
当
然
の
間
に
存
在
す
る

ギ
ャ
ッ
プ
生
成
の
仕
組
み
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
が
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
研
究
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
日
韓
歴
史
認
識
問
題
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
一

九
八
二
年
の
歴
史
教
科
書
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
日
本
と
韓
国

の
間
で
は
た
び
た
び
歴
史
認
識
問
題
が
外
交
問
題
化
し
て
き
た
が
、

そ
の
都
度
日
韓
双
方
の
外
交
関
係
者
の
間
で
外
交
的
な
解
決
が
図
ら

れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
李
明
博
大
統
領
の
竹
島

上
陸
（
二
〇
一
二
年
八
月
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年

代
以
降
の
日
韓
関
係
は
長
い
間
外
交
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

成
立
し
な
く
な
る
状
況
に
陥
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
硬
直
化
を
も

た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
問
い
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、


